
氏 名

学 位 の 種 類

学 位 記 番 号

学位授与の日付

学位授与の要件

学位論文題 目

【515】

あ だち かつ き

安 達 克 樹

農 学 博 士

論 農 博 第 1641号

平 成 3年 1 月 23日

学 位 規 則 第 5条 第 2項 該 当

有機物施用が土壌微生物相と植物生育に及ぼす影響に関する生

態学的研究

(主 査)

論文調査委員 教 授 高 橋 英 一 教 授 久 馬 - 剛 教 授 山 田 秀 明

論 文 内 容 の 要 旨

作物生育に対する有機物施用の効果は,有機物の質や土壌環境条件によって異なる｡ 本論文は畑土壌に

おける微生物起因の土壌病害と,水田土壌における生物窒素固定の問題をとりあげ,前者に対 してはリグ

ニンおよびキチン施用の影響を,後者に対 しては稲わら施用の影響を検討した成果をとりまとめたもので,

主な内容は次のとおりである｡

1.畑土壌におけるFusarium病害-のリグニンとキチンの添加効果をしらべるために,3年間にわた

って微生物相の変動を追跡した｡その結果,キチン添加によって放線菌数が著しく増加し,糸状菌数も増

加したが,リグニンの添加はキチンの糸状菌数を増加させる効果を長期にわたって抑制した｡これらの結

果から,キチンはFusarium病害の生物的防除に有効であるが,リグニンの施用は土壌微生物相を悪化さ

せ,植物生育に悪い影響をおよぼすおそれがあると推察している｡

2.キュウリのつる割れ病の原因となるFusariumoxysporumはフザリン酸を産生するが,これが病

害にどの程度関与しているかを検討するために,砂耕試験を行なった｡その結果,病徴発現を培地中のフ

ザリン酸に帰することは困難があるが,茎の切口から吸収させた場合はつる割れ病類似の症状が認められ

たことから,植物体内で病原菌がフザリン酸を産生する場合は,病徴発現にフザリン酸が役割をもつ可能

性のあることを示唆している｡

3.嫌気的な水田土壌-の稲わら施用が,生物窒素固定活性の指標となるアセチレン還元活性に及ぼす

影響を,グルコースあるいはセルロース添加の場合と比較検討した｡その結果,これまで注目されていた

水溶性糖類を資化する窒素固定性の CloStridiumよりも,セルロースあるいはヘミセルロースを分解,餐

化する嫌気性セルロース分解菌と嫌気性窒素固定菌の協同の寄与が大きいことを示唆している｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

土壌への有機物施用は,養分の供給と共に,土壌の物理性,化学性向上の目的で行われるが,施用され

た有機物は微生物によって分解されると同時に,微生物相にも変化をもたらす｡したがって有機物施用に
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